
CF-3000 ポータブル FFTアナライザ

簡易操作手順書

騒音測定編
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１．測定の手順

※このマニュアルでは騒音計を使用した場合を示します。※このマニュアルでは騒音計を使用した場合を示します。※このマニュアルでは騒音計を使用した場合を示します。※このマニュアルでは騒音計を使用した場合を示します。

騒音計の設定

電圧感度の設定

周波数レンジの設定

単位の校正

計測の実施

オクターブ演算

データの保存

データの出力

騒音計のレベルレンジを設定し
ます。また必要に応じてＡ特性
補正をかけます。

騒音計のＡＣ出力をFFT本体の
入力部へ接続します。

ｱﾍﾞﾚｰｼﾞをかけてデータを計測
します。必要に応じてｵｸﾀｰﾌﾞ
演算を実行します。

測定結果をメモリします。
またプリンタに出力します。
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２．機器の接続２．機器の接続２．機器の接続２．機器の接続

騒音計のレベルレンジを対象物から音
が出ている状態で設定します。(騒音
計と本体を校正後にレベルレンジを変
えると整合性がとれません。)
周波数補正回路（Ａ特性）を設定しま
す。騒音計のＡＣ出力を本体入力部に
接続します。

PS2マウスを接続すると本
体のﾄﾗｯｸﾊﾟｯﾄより操作性
が良くなります。
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2

３．ＦＦＴの操作

ＰＯＷＥＲ スイッチを入れてCF-3200/3400を起動します。

３－１．騒音計との校正３－１．騒音計との校正３－１．騒音計との校正３－１．騒音計との校正

騒音計からAC出力をCH1の入力端子に接続し､CAL信号を出力します。

CH1
入力感度を上下キーを操作してA/Dオーバーしないように設定しま
す。感度ｽｲｯﾁ上のｲﾝｼﾞｹｰﾀが赤く点灯するとA/Dｵｰﾊﾞｰ状態です。

FREQ
周波数レンジを上下キーを操作し､CAL信号は1kHzのため周波
数レンジは2kHz以上に設定します。

マウスを使って画面下のツールバーから開いても構いません。

Unit/Calibrationを選択します。

以下のダイアログボックスを開きます。

を押しプルダウンメニューを開きます。メニューキー 2

音の校正はここを開きます。

ﾁｪｯｸﾏｰｸをつけ、ｱｸﾃｨﾌﾞにしま
す。

工学単位名としてspl(ｻｳﾝﾄﾞﾌﾟﾚｯｼｬｰﾚﾍﾞﾙの略)を入力
します。ﾃﾝｷｰかｷｰﾎﾞｰﾄﾞまたはﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ右横をｸﾘｯｸ
しｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開きます。
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騒音計を接続している方のﾁｬﾝﾈﾙのONにﾁｪｯｸﾏｰｸをいれ､ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽをｱｸ
ﾃｨﾌﾞにします。

Nameにﾃﾝｷｰを使ってSPLと入力します｡ﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ右横をｸﾘｯｸするとｱﾙﾌ
ｧﾍﾞｯﾄ入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが開きますのでﾏｳｽで入力する事もできます。

ﾀﾌﾞEU/S.Pを開き、以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開きます。

画面右横の三角の位置（ｵｰ
ﾊﾞｰｵｰﾙ）にｶｰｿﾙを合わせま
す。

入力ﾁｬﾝﾈﾙと騒音計のCAL値を
入力します。

入力したらSETをｸﾘｯｸし設定します。

OKをｸﾘｯｸし、この画面を
終了します。

画面下のｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰを操作し､画面右端のｵｰﾊﾞｰｵｰﾙにｶｰｿﾙを合わせます。

入力ﾁｬﾝﾈﾙ､騒音計の校正値を各々のﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに入力します。ﾁｬﾝﾈﾙの設定
はﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄを開いて設定します。校正値はﾃﾝｷｰまたはﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽ横を
ｸﾘｯｸし､数値入力のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開いて設定します。
入力したらSETをｸﾘｯｸし設定を終了させOKをｸﾘｯｸしこの画面を終了させます。

３－２．騒音測定３－２．騒音測定３－２．騒音測定３－２．騒音測定

全ての設定が終わったら騒音計のCAL信号をOFFにします。

対象物からの騒音に合わせて再度電圧ﾚﾝｼﾞ周波数ﾚﾝｼﾞを設定します。

データの精度を上げる為に平均化を実行します。

ﾊﾟﾈﾙｷｰ AVG を押して平均化を実行します。初期値は10回になって
いますので回数を変える場合は次のような操作をします。

※画面右横のﾂｰﾙﾊﾞｰAVG
をｸﾘｯｸしても平均化を実
行できます。

ｽﾍﾟｸﾄﾙのｵｰﾊﾞｰｵｰﾙにｶｰｿﾙを合わせ､ｵｰﾊﾞｰｵｰﾙ値と校正値が同じになっている
事を確認します。
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メニューキー 2 を押しﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰを開きます。

Averageを選択します。

以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開きNumberのﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに任意の回数を入力します。

画面のAverage回数表示の所にﾏｳｽﾎﾟｲﾝﾀを合わせてﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開く事ができます。

このﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに回数を入
力します。ﾎﾞｯｸｽ右横をｸﾘ
ｯｸすると数値入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
ﾎﾞｯｸｽが開きます。
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３－３．オクターブ演算３－３．オクターブ演算３－３．オクターブ演算３－３．オクターブ演算

測定結果をオクターブ表示する事ができます。但しバンド数は15バン
ドのみ。オプションのﾘｱﾙﾀｲﾑｵｸﾀｰﾌﾞ分析を搭載すれば30バンドのﾘｱﾙﾀ
ｲﾑｵｸﾀｰﾌﾞ分析が可能です。

4 を選択しメニューメニューキー か ツールバー

を開きます。

Display　Date　Selectを選択します。

以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開きます。

1/1か1/3を指定します。

Octaveを選択します。

ﾊﾟﾜｰｽﾍﾟｸﾄﾙを表示します。

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄからOctaveを指定し､1/1か1/3を選択しOKをｸﾘｯｸしてこ
の画面を終了させます。
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ｵｸﾀｰﾌﾞﾊﾞﾝﾄﾞをﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示して見易くする事ができます。またｵｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞ表
示する事もできます。(ﾊﾞﾝﾄﾞ数は15のみです。)　

Octaveを選択します。

以下のダイアログボックスを開きます。

Max100kHzまでのｵｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞ表示になります。

ﾊﾞﾝﾄﾞに配色されるﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示になります。

必要に応じて周波数補正ﾌｨ
ﾙﾀｰの設定をします。騒音
計でAﾌｨﾙﾀｰを掛けている場
合はOFFにします。

ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ表示､ｵｰﾙﾊﾞﾝﾄﾞ表示にする場合各々ﾁｪｯｸﾏｰｸを入れます。Weightは騒
音計で設定してあれば必ずOFFにして下さい。

メニューキー 3 かツールバーM3 を選択し､メニューウィンドウ

を開きます。
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ﾊﾟﾜｰｽﾍﾟｸﾄﾙ画面左上のPawerSpectrumにﾏｳｽﾎﾟｲﾝﾀをあわせてﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸ
するとInput　Sorceのﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽを開ける事ができます。ｵｸﾀｰﾌﾞ演
算を実行する時に簡便です。

４．データの保存・出力

４－１　本体のブロックメモリーに保存と呼び出し。４－１　本体のブロックメモリーに保存と呼び出し。４－１　本体のブロックメモリーに保存と呼び出し。４－１　本体のブロックメモリーに保存と呼び出し。

計測した、時間軸波形やスペクトル波形を本体内部のメモリー【Block memoryBlock memoryBlock memoryBlock memory】に記憶させま

す。

【Ｍ１／Ｍ１／Ｍ１／Ｍ１／MemoryMemoryMemoryMemory】をクリックして【BlockBlockBlockBlock　　　　MemoryMemoryMemoryMemory】を選択すると内部メモリーの【ListListListList】】】】が表示さ

れます。　パネルスイッチの「ＡＤＤＲＥＳＳ」の下にある上下の矢印キーか【ＭＥＭ　No】で適当な

番号を選んで【ＳｔｏｒｅＳｔｏｒｅＳｔｏｒｅＳｔｏｒｅ】をクリックするかパネルスイッチの STORE  ボタンを押します。

空いてる番号か適当な番号を選択します。

自動的にデータの形式が入ります。

適当なコメントを入力します。

【Store】をクリックするとデータが

メモリーに保存されます。

記憶したデータの読み出しは、保存した時と同様の手順で【BlockBlockBlockBlock　　　　MemoryMemoryMemoryMemory】を選択すると内部

メモリーの【ListListListList】】】】が表示されます。　パネルスイッチの「ＡＤＤＲＥＳＳ」の下にある上下の矢印キー

か【ＭＥＭ　No】で読み出したい番号を選んで【RecallRecallRecallRecall】をクリックするかパネルスイッチの
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ボタンを押すとデータを読み出す事が出来ます。

４－２　フロッピーディスクへの保存４－２　フロッピーディスクへの保存４－２　フロッピーディスクへの保存４－２　フロッピーディスクへの保存

ブロックメモリーに保存したデータをフロッピーディスクへ保存します。

セーブするタイプを選択します。

DAT：FFT フーマット

TXT：テキストデータ

AddAddAddAdd をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始

保存したい番号

をクリック

分類に便利な様に適当

な名前を入れます。
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４－３　フロッピーディスクデータのブロックメモリへのロード４－３　フロッピーディスクデータのブロックメモリへのロード４－３　フロッピーディスクデータのブロックメモリへのロード４－３　フロッピーディスクデータのブロックメモリへのロード

フロッピーディスクーに保存したデータをブロックメモリへ読み出します。

上記の操作でフロッピーディスクのデータが選択されたブロックメモリー番号にロードされ

ます。データの FFT 画面への再生はそのブロックメモリー番号のデータを再生します。

読み出したいファイルを

クリックして選択

読み出したい番号を選

AddAddAddAdd をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始をクリックすると保存開始




